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表5．日本の変化：少子高齢化と労働者不足：日本の人口、 (国立社会保障・人口問題研究所、内閣府総務省Data）
2070年には、人口8７00万、生産年齢人口半減４５００万、65歳以上４割、３４00万、0－14歳800万
改革なければ、 2110年には人口3分の1，2200年には人口1千万人！３３００年に消滅！
入管法改正2019.4. 外国人労働者受け入れ。 5年で34万人：（1年目1900人！）
周辺国との協力、移民は重要！ 人口と労働力保持は、少子化日本に緊急の課題！



 日本の移民数 令和５年末現在における中長期在留者数は、312
万9,774人、特別永住者数は、28万1,218人で、これらを合わせた
在留外国人数は、341万992人となり、前年末（307万5,213人）に比
べ、33万5,779人（10.9％）増加→ しかし今や韓国にとられつつあ
る。

 （韓国移民の時給1700円、日本1200円。出典朝日新聞24/8/30）
 日本の平均最低賃金、950円台！が14県！東京でも1055円）
 難民数令和４年で、難民と認定した外国人が３７７２人、前年に比べ、
１３５９人増。それまで2桁が続いてきたので、ウクライナ難民受け入
れ後飛躍的に増加。先進国ではまだ少ない。

 令和4年、日本の外国人数3007万、過去最高。初めて300万超

 日本の在日中国人 ７６．１万人
 在留ベトナム人 ４８．９万人
 日本の在日韓国人 ４１，１万人
 少子高齢化の日本、「多文化共生」が生きる道！
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表３－２）．世界購買力平価（PPP）ランキング（2022）
IMF/S世銀 （10年、20年後の実質GDP)022年購買力平価GDP（世銀統計）

順位 国名 単位：百万US$ 注

1中国
30,337,137

中国はアメリカを5兆ドル差
で抜く！

2米国
25,439,700

米日併せて中国のGDP

3インド
11,904,797

インドは日本の2倍

4日本 ★
5,703,678

中国の5分の1、インドの半分！

5ロシア
5,326,855

★ロシアが回復、ドイツを抜く！

6ドイツ
5,323,007

7インドネシア
4,038,239

インドネシア、ブラジルが、英仏を抜く！

8ブラジル
3,838,532

BRIICS

9フランス
3,764,759

10イギリス
3,678,728

https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=2540&c_code=156&post_no=3386
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=2540&c_code=840&post_no=3386
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=2540&c_code=356&post_no=3386
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=2540&c_code=392&post_no=3386
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=2540&c_code=643&post_no=3386
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=2540&c_code=276&post_no=3386
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=2540&c_code=360&post_no=3386
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=2540&c_code=76&post_no=3386
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=2540&c_code=250&post_no=3386
https://www.globalnote.jp/p-cotime/?dno=2540&c_code=826&post_no=3386


表３－３）世界GDP一人当たりランキング（2024）

1 ルクセンブルク 131,384ドル 1.2%

2 アイルランド 106,059ドル 1.7%

3 スイス 105,669ドル 5.2%

4 ノルウェー 94,660ドル 7.9%

5 シンガポール 88,447ドル 4.4%

6 アメリカ 85,373ドル 4.6%

7 アイスランド 84,594ドル 5.7%

8 カタール 81,400ドル 3.4%

9 マカオ 78,962ドル 14.3%

10 デンマーク 68,898ドル 0.9%

30 プエルトリコ 37,172ドル 2.2%

31 キプロス 37,149ドル 6.3%

32 バハマ 35,257ドル 3.0%

33 ブルネイ 35,111ドル 2.5%

34 台湾 34,432ドル 6.1%

35 韓国 （移民の時給1700円）朝日240825 34,165ドル 2.9%

36 スペイン 34,045ドル 2.9%

37 スロベニア 34,026ドル 5.6%

38 日本 （移民5の時給1200円）朝日240825 33,138ドル -2.0%



 日本は、40年後（皆さんが高齢者になるころ）は、

 労働力人口が半分になり、GDPは半減、12位に転落、
 年金もかなり困難になると言われている。

 労働力不足を補うために、皆さんはどうすればいいと考えますか。

 政府は3つの案を提案している。
 1．高齢者の定年を伸ばす

 ２．人口半分の女性に働いてもらう

 ３．優秀な移民にもっと来てもらい、経済を活性化

 1，2がITAI社会、女性の雇用条件が整わない（女性のエンパ
ワーメント、世界で最低レベル）なか、3に期待が集まる、

 あなたはどう考えますか？
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 政府の3つの案

 １．高齢者に65歳以上も働いてもらう。プラスマイナス

 （ITやAI の時代に対応できるか）

 ２．人口の半分を占める女性に働いてもらう。ﾌﾟﾗｽﾏｲﾅｽ

 （日本は今でも女性の活躍世界156カ国で120番目）ー

少子化、保育所、セクハラ、パワハラにどう対処？日本型
の家庭と労働：残業、単身赴任、長時間労働にどう対処？）

 3．移民を入れる。ﾌﾟﾗｽﾏｲﾅｽ

 （低賃金、人権無視、海外からの批判。ゼノフォビアや

 ナショナリズムの広がりにどう対処？）
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 １）冷戦終焉、EU拡大、グローバル化―移民の急増

 年100万人近い難民が欧州へ。

 現在、ヨーロッパ（8,200万人）、北米（5,900万人）、北アフリカ・西
アジア（4,900万人）

 ２）2015-16 欧州難民危機。100万人を超える難民がEUに。

 3）原因、紛争、戦争★中東不安定化、空爆、テロ、ウクライナ★

 ３） ＜移民と難民の違い＞

 （１）移民―経済移民ー送り出し国、受け入れ国双方にメリット(深
刻な労働力不足、競争力、経済的仕送り）

 (2) 難民ー政治難民ー「命からがら」逃げてくる人たち。

 「保護する責任」ー食料、水、医療、住む場所を与える。

 保護する責任―(災害難民と同様）
2024/9/9
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１．冷戦の終焉、境界線の開放ー人の移動の自由化

周辺の貧しい国より、大量に人の流入(企業が要請）

 ①．Global化、EUの拡大2004-7

 EU経済、アメリカを凌ぐ。 → 移民の流入

２．★金融危機－格差の拡大★先進国内格差

 ②．リーマンショック以降、先進国の停滞

 ユーロ危機、長期化(2010-12)

３．★先進国の経済停滞、移民流入の不満⇒

「自己利益・価値を守る」

ナショナリズム各国で成長。

16



 １９５２ ６か国（仏独イタリア＋ベネルックス
 独仏和解 「不戦共同体」ECSC, EEC, EURATOM

 １９７３ ９か国（デンマーク、イギリス､アイルランド）
 １９８１，８６ １２か国（ギリシャ、スペイン、ポルトガル）

 １９９５ １５カ国（中立国：オーストリア、スウェーデン、フィン
ランド）

 ２００４ ２５か国（中・東欧８カ国+キプロス、マルタ）
 ２００７ ２７か国（ルーマニア、ブルガリア）
 ２０１３ ２８カ国（クロアチア）
交渉国：アイスランド、マケドニア、モンテネグロ、トルコ、セルビア
加盟が期待される国：ノルウェー、スイス、アイスランド、
潜在的加盟候補国：ボスニアヘルツェゴヴィナ、アルバニア、

コソヴォ
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 Populism(Populus:民）ー１）エリートに対する嫌悪、２）主権者としての要求、
 ３）カリスマ的な支配を求めて指導者を祭り上げる。（矛盾）「ポピュリスト」政党の成長
 デンマーク国民党 DF 26.7%
 イギリス連合王国独立党UKIP ２６．８％ ★
 フランス国民戦線 FN ２５．０％ ★
 オーストリア自由党 FPO     １９．７％
 ハンガリーJOBBIK    １４．７％
 オランダ自由党 PVV              １３．２％
 ↓ （小選挙区制、３割をとれば、過半数の議席。－各地でその後政権よｋうに迫る）

 イギリスＥＵ離脱（２０１６，６．２３） ★
 米トランプ大統領（２０１６．１１．８） ★
 →フランス、大統領選挙で逆転（２０１７．４.23-）
 イタリア、五つ星、同盟、ハンガリーも東南からの唯一の境界：オルバーン、FIDESZ
 → 2019年の欧州議会選挙では、6割が、新EU派に戻る。
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・１）冷戦終焉、グローバル化の下での、国境線の開放

・２）境界線の開放により、

西側の商品、価値、企業が東へ。

東、南から、移民、マイノリティ、若者、頭脳労働者

職を求めて西へ。

・３）先進国における格差の拡大ー中産層の没落と不満
⇊

・境界線をめぐり、異質者間の対立
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1） 「民主主義」の変容と拡大
冷戦後、ソ連の「封じ込め」政策にかわる、アメリカの世界戦略
（アンソニー・レイク 大統領補佐官)

２） 「パックス・デモクラティア 民主主義による平和」の概念
(Bruce Russett)

 ★ 民主主義国同士は、戦争をしない。
⇒ 非民主主義国を民主化すれば、戦争はなくなる？

 「民主主義、市場化、市民社会」―価値として西から東へ

民主主義の拡大が、多民族社会に不安定化をもたらす。
「多数者の支配」:固定した少数者はどうする?→ テロか分離しかない。
Michael Mann, The Dark Side of Democracy (2004)
SDGｓ誰も取り残さない：少数者のことも考える必要
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1）Xenophobia―Xenos外国人+phobos嫌悪,
ギリシャ語起源（ギリシャは、3大陸の交わったところ）

 外国人流入に対する恐怖。歴史的に、境界線 地域に。
２）グローバル化の中で、開かれた境界線に対する恐怖が、
 「心理的境界」（心の壁）を作り出す。
３）ゼノフォビアー原初的には自己、自民族を守る民族的
手段： ユーゴスラヴィア、ナチス
４）冷戦終焉後、強力な他者排斥のナショナリズムが、
最初は、国境周縁地域：オーストリア、ハンガリー、イタリア

その後、西欧、北欧など、最も「民主的」とされる国々に広が
る。 なぜ？
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Immigrants, after 1989

第 1 四半期

第 2 四半期

第 3 四半期

第 4 四半期
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２１世紀のゼノフォビア、東欧から西欧に広がっている

なぜ移民の流入に対して、ゼノフォビアが広がるか

１）東からの移民、南からのムスリム流入への嫌悪

+失業など、市民の生活状況の悪化

→ その原因を移民に求める。

２）シェンゲン領域の拡大、移民への「市民権」の付与。

＝経済がうまくいっている間は問題ない。

停滞と共に敵対が始まる。

→ 経済的頭打ちが、心理的な鬱屈状況を生む

３）多様性の中の統合、多文化共生、の限界？

2024/9/9
Kumiko Haba Prof, Democracy and 

Xenophobia 26



 ★２１世紀のゼノフォビア・ポピュリス゛ム=民主主義
と関連

 いくつかの要因
 １. 経済、エネルギー、環境のグローバル化
 ２. １９８９年後の国境線の開放

3. マーストリヒト条約、EUの深化と、地域統合の進展
 4. 民主化の進展、「一つのヨーロッパ」の自覚
 5. 格差の拡大、移民の流入
 6. 市民および移民双方の不満の増大
 → 対立と敵意が、まず底辺層、
 次いで、 下層から中産層へ波及。－移民、労働者、
 社会保障をめぐって
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1. 開かれた国境線から人々が流入

貧しい地域から、豊かで発展した地域へ

結果、ヨーロッパの中で、賃金格差が広がる

２．こうした状況の中で、市民、移民に対して、

将来の生活や、市民的地位をいかに保証するか。

３．「市民と移民の、目に見えない敵対関係」が

境界線をめぐって、促進される。

‐東と西、南と北、EU加盟国と近隣諸国

４．ゼノフォビアは、移民の増加、失業者の増大、社会

保障の不安定化により、増大する。
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上層

市民（中産層）

下層・底辺層

（移民、失業）
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エリート

恐怖、分極、差別、

保護主義

移民 失業者 底辺労働者

中産層ー２極化 ↓ ↑
ゼノフォビア
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 移民、難民の入国によるゼノフォビア

 なにが一番の問題だと思いますか。

 １）グローバル化、

 ２）国境の解放、

 ３）国内の格差の拡大

 ４）ナショナリズムの成長

 ５）人々の心の問題：国民の人権意識

 ６）自分は関係ない、と思ってしまう態度？(教育の重要性）
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 冷戦終焉後のナショナリズム ３種

 1) 自由主義的ナショナリズム(成功例）

 But,その後反動（ハンガリー、ポーランド）

 中・東欧、 1989-2004: EUNATOへの加盟
2) ラディカル・ナショナリズム(失敗例？）

 →バルカン、 旧ソ連 民族紛争と、分裂・解体

 →中国、これを見て恐れをなす。「民主化」警戒

 3) ゼノフォビックなナショナリズム

 北欧、西欧- スイスなどでゼノフォビア

★ゼノフォビアは発展した国々で、広がっている！

米トランプ現象、日本、ヘイトスピーチ。なぜ？

衰退の不安か？ 2024/9/9
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A.中・東欧のリベラルナショ
ナリズム （成功例）

B:バルカンにおけるラディカ
ル・ナショナリズム(失敗例）

１）民主化、市場化、自由化の波（１９
８９）

代議制民主主義、自由選挙、
NATO・EU加盟交渉開始と、条件整
備

2) EU加盟に向けての国益の擁護
シェンゲン協定の境界線は開かない。

農業問題と共通農業政策（CAP)

西欧の保護主義、

アキコミュノテール整備（EU法、政治、
経済）

1)  連邦国家の崩壊ーユーゴスラ
ヴィア、ソ連、チェコスロヴァキア
分離主義の動き、国家の解体、
民族独立
民主化の名のもとに
2)  民族紛争の継続、『民族浄化』
と呼ばれる、敵の圧殺。
分離主義の加速.
中国の民主主義への警戒

民主主義は多民族社会の不安定
化を齎す
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C: オーストリア、ドイツ

東との境界線を持つ国

D: フランス、スウェーデ
ン、スイス、ゼノフォビア

 オーストリア、ハイダー自由党、

 イタリア、フォルツァ・イタリア

 東ドイツ、ネオナチ

 (1990s)ー移民排斥

シェンゲン協定の国境線を開く
ことに、恐怖感。

 多元化への恐怖感、

 移民が入ってくることによる多
民族化への警戒

 なぜ？ 成長の頭打ち、社会保障

 フランスー移民と、農業問題への
恐怖 →ルペンの成長（(2002)

 サルコジ、ロマの強制送還、ブルカ
の禁止、シャルリー・エブド事件

 スウェーデン、右派のCM:移民へ
の非難。市民の社会保障を ただど
りするものとしての批判

 スイスーポスター：カラードに対す
る嫌悪。 移民を追い出せ！
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２５. スイス、移民排斥のポスター
黒人は来るな！(社会保障、治安の悪化）
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分離独立型 離脱型

 スコットランド（UK)

 北アイルランド（UK）

 カタルーニャ(スペイン）

 独立・自立運動

 この場合、

 大国から自立することによ
り、＜独自にEUとの関係＞

 EUとの関係は正反対 ⇔

 イギリスのEUからの離脱。
 EUの法的規制に対抗。

 独自の経済回復。ユーロを
めぐる対立に巻き込まれた
くない。

 移民・難民の流入

 ユーロをめぐる金融規制へ
の嫌悪感

 ＜EUの干渉への忌避感＞
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インサイダー アウトサイダー

１．ドイツ人

２．ドイツに住むドイツ人

３．国家に忠誠的・民族的ドイツ人

４．ドイツに帰属する非ドイツ人

市民権取得、帰化

５. 居住地をドイツに定めた、

帰化した非ドイツ人

６．暫定的に忠誠な市民、公務員

７．(内部者) 国家公務員、

潜在的にも国家に忠誠な市民

１．非ドイツ人
２．ドイツの外に住むドイツ人, 

非ドイツ人

３．明らかに非忠誠的な、民族的
ドイツ人、民族的非ドイツ人
４．非ドイツ人

←

５．帰化を受け入れない人々
６．市民、臣民(明らかに非忠誠
的な者は内部のアウトサイダー)
７．暴徒 ：内部のアウトサイダー
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２８．欧州、１００万人の難民流入に、抗議
ポピュリスト政党、各地で成長



２９．欧州先進国でテロ （背景）
ホームグロウンテロと差別・貧困
移民の側の理由も考える必要あり



 １）.フランスシャルリー・エブド ムスリムのムハンマド
を風刺 イスラムをパロディ化

 ２） それ以前にも、ムスリムのスカーフ禁止、ロマを東
欧に送り返す。→★＜フランスの移民を刺激＞
２）. スウェーデン、オランダ、スイスのケース：

 ↓  

グローバル時代の競争政策が、市民間の格差を拡大

 ★移民への恐れが、排除を生む

 → 中産層市民の不満をかきたてるため、

 多くの政治家が、排除の論理を利用。
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３１.2017.4.23．新しい風。フランス大統領選
ＥＵ離脱・移民排斥か vs EU残留・移民擁護か
ルペンを抑え、マクロン勝利(第1回投票）



有効得票率66.10%、

2075万3798票

白票・無効票

３３．９０％

1064万4118票

406万9256票
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１） 社会への包摂、EUとの共同、職業訓練、社会保障  

２） 独仏協働(メルケルとマクロン）、欧州共同－イギリスのEU
離脱に対抗

３） 先進国危機ーアジアとの共存 (中国・インドとの共存）

４） グローバル化が、今や新興国に有利になっている

安い労働力、安い商品、科学技術が、急速に拡大

5)IT・AI スマホ人口＝今や中国1２億インド６億、計1８億

★米欧日の2倍以上。IT,知・技術・軍事のすべてを覆う

IＴ技術者の数は、 1位米514万人、2位中国281.4万人、

3位インド226.7万人、4位日本132万人
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 1). 多様性の中の統合、多元化の受け入れが不可欠

ゼノフォビア(外国人嫌い）は、均質社会と、多民族社会
の移行過程で起こる。（WeとThey)

＜多元的、多様な社会はグローバル化の下で不可避＞

違いを受け入れる。

 2). 社会的包摂 SDGｓ ：誰も取り残さない

 移民は、入る側にも、受け入れる側にも利益をもたらし
ている、という認識を。移民を排除すれば、衰退。

 3) . 文化、価値の寛容が必要。

 ★多元化社会で、Win-Win 政策を実現する！
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 ★先進国は、移民に支えられている、ということが明らかに！
 移民・難民；コロナで、移民労働者帰国、強制送還
 １）強制送還で、コロナが世界中に広がる。（アメリカからラテン
アメリカ）

 2）実は移民は、重要な労働力：最も困ったのは、農業労働者。
 刈り入れ時、種まき時：深刻な人手不足
 ２．移民の側も：突然の解雇、賃金未払い。先進国への不信
 移民の側にしわ寄せ
 コロナとの共存以上に、「移民との共存」に直面。
 移民がいるから、先進国の経済が回っていることを、
 もっと広報する必要あり。
 「移民とともに生きる社会」、「移民の人権を守る社会」
 「移民と目線をそろえる」制度保証が必要。
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 政府の3つの案

 １．高齢者に65歳以上も働いてもらう。プラスマイナス

 （ITやAI の時代に対応できるか）

 ２．人口の半分を占める女性に働いてもらう。ﾌﾟﾗｽﾏｲﾅｽ

 （日本は今でも女性の活躍世界156カ国で120番目）ー

少子化、保育所、セクハラ、パワハラにどう対処？日本型
の家庭と労働：残業、単身赴任、長時間労働にどう対処？）

 3．移民を入れる。ﾌﾟﾗｽﾏｲﾅｽ ★

 （低賃金、人権無視、海外からの批判。ゼノフォビアや

 ナショナリズムの広がりにどう対処？）

 あなた自身の問題として考えてほしい。
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 『移民・難民・マイノリティー欧州ポピュリズムの根源―』
 序論、2021。

 『ヨーロッパの分断と統合ー拡大ＥＵのナショナリズムと境界
線ｰ包摂か排除か』中央公論新社、2016．

 『拡大するヨーロッパーグローバルパワーとしてのEU』
 中公新書、２０１４．
 『EU（欧州連合）を知るための６３章』明石書店、２０１３．
 『国際政治から考える東アジア共同体』ミネルヴァ書房、
 ２０１３．
 『拡大するヨーロッパ、中欧の模索』岩波書店、２００４
 『ヨーロッパの東方拡大』岩波書店、２００６．
 『ロシア・拡大EU』ミネルヴァ書房、２０１１．
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